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脳神経外科領域に於ける皮！白水分：＇.If..散量の検討

順天堂大中旬＇＼ 2外刊（指導田中憲三教段）

平 111 泰 広

〔原的JミH 昭和39年11月2日〕

Studies on the Insensible Water Loss in the Neurosurgical Patients 

hy 

Y ASUHIRO HIRA Y•\1\1.\ 

Department ＜】f2nd Surgery, Junrendo Umwr"ty S"ho円Iof medicine、

(Directけr: Prof. Dr. KEN JI TANAKA) 

To estimate the insensihle water loss from the hody surface of the neurosurgical 

patients, auther has utilized a electrohygrometer hy measuring the humidity ahove the skin 

surface. 

In the preliminary experiments, the water loss from the various parts of the body 

surface of the normal healthy individuals and its seasonal variation were studied. 

In the clinical studies, a group of 49 cases with hrain tumor showed marked difference 

on the insensible water loss between its value estimated on the back of the hand of each 

side, whereas 110 difference was observed by a normal controlεroup of the healthy indi-

viduals and 60 cases with head injuries. 

In the further investigation in aεroup of brain tumor, the estimated value of insensible 

watec losss between both hands differed remarkablv the most cases of cerebral tumors, and 

about half in cases of tumors and acoustic neurinomas. 

In cases of cerebral tumors, the increase or decrease of insensible water loss on the 

each side were almost equal in numher, however, in cases with the cerebellar tumor and 

the acoustic neurinoma, it was smaller on the same side with the lesion. 

On studying the correlation between the abnormal sweating and the location of brain 

tumor, auther has pointed that the hypothalamus and its adjacent brainstem have one of 

the most important functions as the center of the sweating, and furthermore, beside the 

center in the cerebral hemisphere, especially the frontal and temporal lobe, the cerebellum 

and pons are supposed to havぞ someclose relation to the center of the sweating and it~ 

course. 

緒 日

中枢神経系疾患， ・11<111'n Ii;，脳1γ1;1.:;，頭部外傷等に院

してF かれわiI. 1臨床’号：1tしばしば半側発汗p 或は種々

の程度の発1rw·，•；•；を見ることについてはJ('il ご数多くの

報告があり， Peet氏し川11 等は延髄腫痕一句を如来1111二

検査しその中枢内発汗系路について言及している．し

かしながらこれらの数多くの研究，報告はその発汗測

定法には Min町氏法等の肉眼的観察にて判定してお

り定量的に吃汗量を測定した報告例は認めムれていな

いー また！芝府夫商局在のそれについても報告は少ない

が＇ 19581下，当教室の石塚2）がミニマ屯気混耳目十を用
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い皮防水分蒸散量の；＇!llj'J£に成功したが，われわれはこ

れを利用しp 脳神経外科領域，特に脳種疹及び顕；；f；外

傷患者の皮膚水分蒸散量をi!llJ定し興味ある結果を得た

ので報告する．

従来p f fなわれて来た発行機能検査法はそれぞれ観

察の目的に従がってRなったブj；＇）：がとられているがそ

の慨括引を述べるとp

A. 直接観察法

1) l支l~'i表而の汗滴を肉眼てえはレンズを通して観察

する方法

2) 汗滴を皮膚顕微鏡で観察する 万法I}τ）

3) ブリて二、を使用して直接発汗を観察する方法引

4) E和II管法.E!Pち毛細管ガラてを汗口内に抑人し

観察する Jj ；，去てオ干挑出の同期性！~ り流出速度を正確に

測定する．

B.汗量；Jll]定法

1) 総i干量測定法.E!Pち休重測定秤を使用して休'ft

の減／レより1e;:J)全量を測定す<S.
2) ;''!'l'flf：＜法7!

モ細管ピペットで吸収する；人ピーカーむま試験管

にN'.Iii：する方法，鴻紙に吸収させてそのif1量を測定し

換算する方法そちがある．

3) ff量持続i.llU定法8)

乾·r'f•シ芝、1を一定i';l：位 1え！荷 l百に送り込みその ／；1; 1立の発

汗を塩化カルシウムに吸湿せしめて適当な時間の間隔

で測定する方法． えは乾世~！空気を放政水分と混和せし

めたJJ<＇；（＼ を更にじむi~ifr1f. .~ I 1こ導いて発汗反応の速主 を

知る方法等がある．

c 比色定量j去
J) ¥l111or氏法9)

臨床的にJi1t，応用主れる方法で沃度澱粉反応を応用

したものである．即ち1.5°0のヨードチンキ900ccにヒ

マン油 !OOccを加えたj:＃泌を皮l留にぬり，乾t判長（，／＇＜＊Ill

澱粉をふきつけ， 発行を起こすとその ；~； ；；；i'i＇笈：する．

2J 和田p 高垣氏法10)l 
I ¥1ioor氏法の改良である．

3) R;indall氏法 ) 

D.皮虜電気抵抗測定による発汗測定Jl)

巳電気湿度計を利用した方法

’！：＇：験涜置及び illll/t'./l;'IJll!

既述の如く，当教室の （~塚が発表してあるので， ’

こでIt111'fij1.な説明のみにと どYl之，

S実験装置

芝亀；IT教ド~12）の －－11れによるミニ7屯＇：＜＼ i!11\f！，£汁をやj：用

した．写真の如く lご，測定部はユニバーサルス 守ンド

に悶定し， i:Z.f・出表面の細かい湿度－分布を求められる様

になっている．

写真は測定中の図である．

図 1. a 

！感湿剖；は厚i':0.2mm.長さ 6mm, 1 j1~.5mmであり，その

吸湿体はある塩'Niで処理した植物の髄の汚片であり，

これに金属の電極がつけられている． 電慨にlt導線が

つきこれにより ll引担体の’心気抵抗が測定される．

図 l. b 

測定原理

群馬大学応用物思上回助教授により湿度計に点われ

た相対i'1illtを求九室温よ ＇HIX／氏層におけるぷ句王勾

配と弘Ii'＜係数を定めrp＿位面積あたりの水分以活速度を

idう， ：1-~発速度上り水分Jお散hl：の測定をした．

測定量のiji_f立はp mg_1仁川’・Sで表わした

rmg/cm2 x毎秒｝

5基礎的実験

ニのiW!'1と；去により p 石版11シャーレ中のリ ンゲヰJC:

液及び生Jill的 ft塩水の J刻；~： rt： を il{IJ定し，水分深ii＇＜量と

制度I.%r_J何度との関連を求めた．｛関 2.)

＊－分蒸II'i)1l:it 臣、温，低視にて11u，－：：－氏iM,,・::ii!1／，にて
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Ji?(小となることを示している．

更に二の；!llJ',i:'.;'J；、を人行、に応用l,J｝（宇佐川l1l:からの

水分引i'(!H：を測定しに 健康者IO人のJ｝休色川＞＇iーから

の水分ぷi'['（妊の平均値を図で示すとたの如くである．

（｜‘司 3.l

）！~ lltlltの平均ltilin切ド；日がjえも多くp 最小It l::IJ\;1 1 1 11）~ 

;';f,であった．

我引tfliに追試を屯ねて，Tfr叩が比，，，攻的 1J~ うJJ在微

量が多く，しかもillll/t'.;Q≫;;,:¥J）でl円差が少なく た＂＇こと

を確めた．

Relation to T ••”『at・『，＇＂＇ H1陶『•lty
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図2 水分蒸散量と温度及び湿度との関連
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測定部位 9ヵ所

前額部

胸骨中央部

上！度中央部
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下腿外側部
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手 脊
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図3 身（1＇各部位か らの水分氷山：n:
Local V:iri:it1< 川• 1[ Perspiration 
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健常者60例 （男30（刊，女30例）
右手脊部

図4 各月別のT奇ぶからの水分蒸散量
メιl刈》nalVariation of Perspiration. 

健常者60例（男30例，女30例）の各月別の手脊音llか

らの水分蒸散量を求めた．

図4は各月別の手脊；＇；1；からの水分終il'd立の平均値を

クラフで示したものである．

夏期 I{,8月），秋期（9,10月）の高温，低湿の時

期に多くの水分蒸散量がみられ， 高視の時期，特に 6

月頃の梅雨期においては計測が困難であった． 秋期が

春期より多かったのは，汗腺の活動が春は不活発によ

るものと思う． 又p 皮膚温と密桜な関連が認められ，

皮膚混上昇につれ水分蒸散量も地加の傾向がみられ

た．

5臨床的応用

以上の基礎的実験によりこの測定法の正確且つ容易

なることを確かめ臨床的応用を試みた.Jj当題協及び頭

；＇~；外傷忠i者の両側の手脊部からの水分蒸i技量を測定

し3 その左右差を検討し中枢神経系疾底、と浴汗異常の

問題を追求した．

倹査症例は印j険／土び子術により腫傷のf確認された脳

1走馬46例，脳膿蕩1例及び脳内出血l例の計・43例のl悩

』重傷群p 更に60例の頭部外傷群とした．対照には健康

者60例 （男30例，女30例）を検査した．

頭部外傷併は表 iの如く分類した

表1 頭部外傷群

｜症 例

，慢性硬膜下血腫 i 4 i 
頭｜頭蓋内 I一一 一一一 トーl
部｜血鐙及び水腫 ：急性平型ザ！ニ i7 
外｜ （慢性硬膜下水平！ と！

傷｜頭蓋骨日 － I 7 

群｜型竺E型（荒木竺空！？る） I .11 
｜頭部外傷I型（荒木の分類による） I 5 

計 60例

測定は各季節を通じて行ない，主として室温及び湿

度が一定なる実験室にて測定者を一定時間安静を保た

せ両側の手脊部よりの水分蒸散盆の測定を行なった．

臨床例においてはp 患者は発熱なし協力的状態に

ある時に行なった．

l凶猛傷患者については術前及び術後約1ヵ月に行な

った．

症伊tl,i!¥IJ定時期p 室温度，混度I ）支上温度p 水分担h

散量を夫に示す（表~. 3, 4). 

検査成績
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表2 （健常者 60例）
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我々 は以上の臨床成記切ミら！］副和らぬぴJ!fL';1;7ト1i,rn1’の

発汗異常及び半側発i干について検討を試みるために，
iィ側と左側の水分蒸散量の差の検討を随行した．
Ji;/'1差の検討をするためJご， まず?ct群別について｛1

側と左側の差の分布曲線をjくめた（凶 5). 

各群別の平均値p 標準偏差を求めた．そしてP ;/,m 
別の有意性の有無を推計学的に検討した（表6I. 

表 6

各 群平均値 f~＂－ LW偏差

健常者群 + 0.4 士3.1~

頭部外傷群
十3.5 土5.77

（全症例）

ljfli 腫場群 +3.48 士8.67
（全 1症 例）

;</ff’りiJの平均値p 標準偏差について有意性の有無の

検討をF分布にてT検定を施行した．

そのも＇；札健常者群と脳腫湯群の間にはその分 IJ'(,

半均値に有忌：の差があった．

r しかし健常者群と頭部外傷群の問にはその分散には

差があったが平均値には「J必の主がなかった．

夏に各群について右側を縦軸，左側を横軸にした相

関図形を求めた（図61 

それぞれの相関係数から（キm~につL 、ての有志性の有

力誌を検討した（表7)

各群の相関係数について推計学的検討を加えた結

果p 健常者群と脳腫場群の聞にはfiぷの差が認められ

た；）；，健常者群と頭部外ft，＼群の問には有志の：•.c.. ・）：，認め

られなかった．
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30 
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1 0 

『＝ G,786. 『：.0,298.

水分！！＼ 1\1.量の左 ｛ i ＞主の f~~討（手背部）

3 0 20 I 0 30 

{SI！！~：：：，健常者群では認められなかったむ側と左側の

差が 5.0×JQ-4mg/ cm2 ・吋以上を示した症例を異常とし

fこ．

図6

7 表

8脳腫蕩群の検討
健常任m；と水分~Ii散量の左心主について｜リl らかな白

意の；.. ~：の，；；；.められた脳目重傷群について種々の検討を試
みた

111<il1•1\:叫 16 （司， I悩 1］£~1,:;; l 例p 脳内出血 l 例の ~l-48例に

ついて水分ぷi投量の左白差と腫場局在との関連を追求

した．各症例についてはp 剖検及び手術所見＇ 11J,;i,Jd11 

状から中偲内のいj変，＇；j;f立を推定した．関頭手術時，腫

l易の範凶を正悦にjとどする二とit！現知であり主的安の

数

r= 0.858 

r= 0.786 

r= 0.298 

II t:.: 
10 mu cm s 

係関本目

群｜
若干

群｜

健常者

頭古Hl タ1ト g,5

脳腫湯

以上のことから脳唾場群と他市者群の聞には手'i'r,;L

からの水分.；~＇ /l1（量の左 {i去に関しては有意の差が認め

られ，明らかに奥なった集団と推定せられたが， liJ'L';1;

外傷群の聞にはこのような傾向は認められなか－ ）た．

更に 111/ilHI叫It~ ＇えぴliJt'.l；外n;;meにて水分ぷl孜量の左打

差を示した症例について検討した．（制，i:r刊の占：｛I差の
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左

15.0×10-・1 
mg/crn2・円

悩 ~11経外科み’i域に 11 :·1t る皮肉水分水ll"< lil；の険；；.；

術後経過 4ヵ月にてた：＿.

測定時期 Cr 

術前3日 7.5×If) I 
m日’にm:.-.:

＇］＜：分ぷ倣童

剖検所見

右前頭葉から側頭葉底部に到る広範囲なクリオプラ

ストーム ・ ムルチホ ＇~ jの1・1.：刊を認J＇＞る．

/;j;f立から腫場局在を分納しん．

1llli H重湾局ィ主の分頒は次の~［I く 行なった．

火砕上腫疹 のうち，大脳半球磁場においては前頭

札側頭葉， d自！l'l1¥1c，後頭柴としこの際， i軍務J領野の

ものは前頭楽にいれた．東に大脳半球を除いた脳幹口

側p 下垂休周辺肺叫がヲて抗日電場に属する．一方， ）~

出下腫疹にあっては小脳的叫p ノj、脳橋角Ii重揚に分類

しP ！脳幹局側，第4脳室』重湯は症例がないのではぶい

た．

腫場局在と水分泌倣量の左右差の有無の関連は次の

会8の如くである．

よlこ剖l検によ りl_,J似11~1, i.j ·ft川 l山が判19jl ，且つ左イ 1

1主を認めた症例の 2, 3を述べる．

の
差
一
一畑
一
無

一
5

0

0

2

－30
－
4

4

／刀
恥
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－

－
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Q
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n
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G
U

↑

E
A

↑

一

4aτ

一
症

一

一

一
｜一業創
利
引

11
↑

一

一
一
駅
頭
頂
頭
一
辺
側
脳
角

一

石
川
ほ
ん川
一周

口

矯

一

球

一
け

幹

一

脳

十

一

半

一

霊

一

言

一

嫡

一
下

脳

小

小

大

出

上

jえ＇•＂i水分ぷlli；量；の左右差と h重傷局在
IJGilJ重~£；j46伊j

表8

昭和38年3月ll日入院

昭和36年2月頃より， ｛，半身運動脈縛，頭痛が出

現目神経学的にはウッ血乳頭p 水平性日限振，左半身不

全麻痔を認める．

手術所見 右頭頂，後頭部にかけて骨整形的関頭f,l',j

l必U.硬膜と硬く癒着せる境界明l放な磁場ど出.l'lた

』＇.ll~めl土広汎なるため自H分摘出に終った．

術後8日目にて死亡．

音lj検所見：

艦長語は七頭頂後頭部より大脳鎌に｜勾って発育し；著明

に脳実質を圧排せるメニンジオームを g認めア：．

＇！），右側頭葉〆 ニンジオ久保山，6＂才，~u 症

－、．，hd
、

『，
／

白PL
MA
川

B
r
l

18 

左 （i 差

例l五－－1五
I I : 0 

I i 1 I 0 

症Jr！~役：， · ；1;fi):

I~~ 膿疹｜前頭葉

脳内 出血 ｜側頭業 l

大脳半球』重湯

症 ~lj 1 背相p,35才，リ）， ! 11ilNJ'i~＇c. 

グリオプラス トーム ・ 二、 I~ チホ ル〆

入 院昭和36年6月2日

昭和35年2月，右前頭葉アスト U チトームを嫡出し

ている．昭和36年 4lj p 再 Ui＜＼＜＇＇主党fr＂ ， 意識l平害を~＇：

たし再手術を施行しと．

手術所見： 右前頭首i・¥ir’整形的関頭術随行， 11°[!11.;;1t ！脳

k:.より，前頭葉及び側頭葉に発育しp 腫協の中心に小

指頭大の袋腫を形成.ijffiゆ1./5をf),j/I',, 
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測定時期 右

l之l·~j ＊分水i技量 休日前日 19.0×10-1 
mg/cm＇・ヘ

B.脳幹口側理場

左

10.0×10-4 
mgicm＇・h

症仔I]3 大川J,21才， ＇）j，視ボ交’正；1：のグリ オ

プラストームー ム’Lチホ tム

昭和37年11月1日入院

昭和37年9月よ り歩行陣害，頭痛p 複視が出現．神

話乍的にウッ ，’，［礼ff！’1, t玉顔面 ~JI村両、叫？を認める ．

手術所見 ぷ験開頭，減圧関頭術施行．術後2ヵ月

にて死亡．

測定時期 ；右

皮肉水分蒸散量術前日 13.6×10-4 
m日Lill・・s

剖検所見：

左

8.8×10-1 
mg/ cm~·S 

右視床内側核より視京交’.：＜.，＇；i；に至ゐ， 小手挙大のグ
リオプラス トム・ ムIt,.チホ it.ム．

図10 ク＇）オプラ ストーム・

ムルチオ、ルメ

症例4 市川［，11才p リJ，ι小脳メニンジオー

昭和36年12月6日入院．

昭和35年11月頃より， l放しい恒吐p 頭痛，複視があ

りp 全身状態は極めて不良のため， 昭和35年12月14

日，脳室心耳シャ ント手術l庖ii.昭和36年2月27日，

軽快退院且

昭和36年11月より再び咽吐，複視が現われ再入院．

入院時，神経学的にウッ同i乳頭， 右顔面神経不全帰t

w，右聴力障jl；，運動性失調を認め， 後頭禽関頭術施
行．

手術所見； !J •いふl 土聴神経孔附近より，イゴ小脳半球に

発育し同時に小脳漏桃を認める．

術後3日目I II子 l吹 ＇f.f;'l•i

iJ¥IJ定時期 右

水分；1,llt量術前日 3.2 x 10-1 
mg！仁mコ・s

剖検所見

左

8.8 x 10-4 
mg/cm？ ·~う

~ ， ，J 、 iJ1 <i th#J，刊より主じ，脳僑を庄排し：右小脳半球に

発育した＇・－＇－ン ジオーム．

症例 5 佐 強， 16才， 久， tilWflJ11~リ卯ら．

Hf(和36年12月12日入院，

l 年前より頭痛，幅n.:J：，視 ））障害が発 ~！~ し，消Jr次刷

出した． 1-i;;o1.'i，神経学的にウッ血到し頭， ｛，角膜J.x:tJJ
消火， :f.i顔面神経不全l{.f'l•li を認めた．

手術所見： 後頭禽関頭/;f,jを施行. J屯場の一部摘出し

fニ

測定時期 (i 

水分、ぷii'chi: 術前日 26.3 × 10-• 
mg/cm＇・日

剖検所見ー

15.6×10-4 mi) cm~ · 討

右小脳僑角品，にitH¥'rrifi大の球形な神経腫を認めた．

}Iiにみ症例について検討を加えた．



l恥11111経外川（』itLt•~に ＇1 ：＇け る皮！奇水分1財政量の妙、子I

図 12

天務上1重傷にては大脳半球腫疹22例中水分ぷ散量の

左｛i差が認められたもの15例であった． 更に各症例に

ついて検討を加えると前頭葉磁場12例中7例，側頭集

腫場6例中6例，頭頂業種疹2例中2例に水分蒸散量

の／1:{I差が認められた． しかし後頭葉種疹にては2例
のみであった；）＞＇、ずれも左右差は認められなかった．

脳股場l例tt病変；＇；｛；弘前頭集に限局せる症例であった

が I，ご右差を ！ν；~.Y'i ，脳内出国11 例も側頭葉に出／（／［巣があ

りこの症例においても左右差を示した．以上大脳半球

にかI径がある24例中17例に水分蒸散量の左右差が認め

られ特に前頭葉，側頭葉ー，頭頂］制重傷にこの傾向が多

かった．

i欠に脳幹部附近の下垂体周辺及び脳幹nf!!l]ljofiii:jにつ

95 

表9 （之内水分Jλll'<.1置のNi-i，壬と腫場J,ij在

腫蕩局在 症例
皮膚水分蒸散雪
腫場側婚斑’腫轟借減少

天 丈脳半玲、 1 7 
幕
下重体周辺

上
脳幹口側

夫 11、脳 。
幕

下 ＇＂脳楠角

いて検討した． 下垂体周辺麗疹6例については，左右

差の認められ7：もの 3例p 認められないもの 3例であ

った ／王右差を示した3例はいづれもトルコ鞍［：；＇；！；か

ら周辺に没，I問した症例であった． ととトルコ！段上部に限

局した3例は／［ごIi義［土認められなかったト，両側と t』

にノj＼分烹散量の榊ljl/：）＞みられた．脳幹口側腫湯は lW!J 

のみでみったがJc_{ i ：＼ を示Lt-.

0
 
2
 ．
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図13 1悩腫疹摘出術を！必if した 15症例の~,J前及びiMをの 水分J式首＆：Jl'i:の左有差の比較
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7ミ ＇（，~下廠傷にては，小脳日霊場 8例中に左右差の認め ;1、tご脳腫揚摘出手t~を施行した 15症例について術的p

られたもの 4 何，小脳僑角瞳f~ 9例にては 5例に 紅白 術f乏の水分蒸散-ID：の左右差の変化を比較検討した．

主号示した， E1lち7ミ＇；｝F腫場17例中にて約半数の 9例 各症例について，術前及び術後約1っ月の測定した

に庄右差が認められた． 私＇；取を表に 示す．

更に，水分蒸散量のた ｛i主主のよEめられた30例につい 図13はそのグラフで示したものである．

て虚湯側との関連を険戸、；した（表9人 l羽に示す企[Iくに，腫場摘出術を施行した症例におい

表 9 に示し た／111 くに， ｝~ ＇~，｝ I:厩協においては麗場側 てlむ術前，術後の左右差の平均値について，推計学

!1,'I加問1二例， 腫1裏側減少例9例と相い半かばしてみら 的検討を行なった結果有意の差が認められた， NPち（斗

れたが，天守nij・fjfi;jにては腫場側噌加 1例のみに反し 抗例において， l珂らかに体riをは左右差の減少する傾向

てP 1重傷側減少例8例と腫場側減少の傾向がみられ が認められた．
~ 

1' ー．

年
症性 l重 ~I 局 :fE

ρ、
μ 

R-Frontal lohe 
l小池山δ

｜ （ー礼＇trocytoma)

R-Frontal lobe 
~J ll 口 .） .－， 0 

I ( J¥j停泊enclrogliomaI 

）.（ードn川t:ilJohe 
3¥T 初113.'5e!;・ 

1
 
1
 
、，t
 

h
 
l
 

t
k
 、，l
 

》（
 、，（ 

＼）；，＼ 問.37♀
IミーTemporallobe 

I ~vld.1、 t.1t1ど cancerJ 

R-Frontal lobe 
三’トT Jht.f 10♀ 

1(Jii<!<><lendn1<!l1<11 
I I I " " 
I I I R-Frontal lobe 

6町沢t10 
‘.lいtr《｝じ、・t・刈n;iI 

7椀川」O♀
R-Temporal Johe 

(Meningioma〕

術前 Ii<_ ぴ術後の比較

！皮上温度
斗：混吐き；湿（C°) ! 水分 ぷ 倣量

c.o! %: R工l I~ L 

l術前・26 36 29 I 30 23.0ご1Q-4 3.0 x I 0-1 
m」／仁m＂・ぉ

｜術後I22 : 45 ・ 30 30 19.o× グ 7θ× グ

手術内 容

！ぶ前日UMH段蕩摘1±1
／褒腫内容吸引1
＼夫除 ／ 

｛中f白n:15 25 19 1s 13.o× グ -t.O× グ
広範閲腫楊摘出

体行長 18 JO 20 22 12.0x グ 6.0× F 

術前l I 8 : 35 25 25 7 .. ）× グ I 15.0 x グ

I 13.0×グ

広範問題場摘出

(4/5摘出）術後 25 40 '.!7 28 ; 26.4× グ

術的I21 13 21 31 5.o x グ 13.2 x グ l広範囲腫場摘出

術後 28 55 31 31 12.0×グ l?i.2 x グ j （全摘）

は11)ij20 30 i 28 28 : 12.0× F 17.0×グ

｜術後 21 35 [ 28 28 16.2 X II 22.2× II 

広範四極疹摘出

（一部残存）

術前 2~ , 38 ' 2~ 28 . I 8.0×グ 23.0×グ 広範閲腫疹摘出

i・l:ifを 20. 35 ' 29 j 29 : 2 .0 x グ 2.J.O×グ i( -,・;1；唆｛j.1

術前＇ 20 , 40 ! 26 28 ; / .. / X II 2.6× グ

一一一 一 l ーー一一一 広範開H重傷摘出
l術後＇ 28 3?i 32 33 14.0 x グ 8.7× グ

L-Frontal lc,be 術前 20: 3 I 28 28 ・ 23.0× F l:'i.0×グ 広範開腫場摘出
仲間川い活 一一：－ ＇ ーー」一一一

: (Hl'Ji<>pli円』la den<竺I ） 術後一 2~ i 35 i ~そ I 28 ! 16.2×グ 17 .. ¥ x グ ｜（全摘）

下垂 体 周辺 l術前 17' 30 23 28 : 26.0× F ' 12.0×グ 糞略吸引除j、
9飯島32'.i!;

< Chromophohe adenoma J術後 22 35 23 ' 25 21.4× F 11.～Ix グ ｛残存）

L-Frontal lobe 
10中川22♀

（脳内出血）

ρL m

u

 

p

川、

m

川

P

L

n

H

 

↑
M
 

♀
 
－3
 
沢

ムリ

L

ーー「一ー ーーー一一一←一一 一一ー ー一一 ー
術前 31 .J.) 33 3-1 20.6× グ ' 11.8× グ

Int腫吸引除夫
体ri支 32, 50 : 32 3<1 1 LS x グ 1:2.6×グ

引：nili 31 45 33 31 20.6 x グ＇ I 1.8 x グ 広範開臆場除lと

み玄記－；；－－ -3~ ： －；－，.~~ －－~；－「1'.2.6二 II I （全摘）
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( .'¥l'< "''tic Neurinom日）

l目立前 21 ! 35 コG 26 ' 11.2× グ

術後l18 30' 25 25 16.0x グ 11.0 x // 

R－小脳僑角
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しだためと忠、う．
5頭部外傷の検討

頭部外傷群は健常仔群に比し水分蒸散量の左右差に

関して有意の差l士認められなかったが，九個の症例を

検討すると吋味ある症例も含まれている．各症例につ

いてP 水分蒸散量の左右差の有無を検討した．表10に

示すと；？：の企IIくである．

表 10
左 ｛i差

頭制傷群｜ ！症例 行；無
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左右差を示した症例について検討を加えた慢性硬

膜下Jill腫にて左右差の認められた 2例は前頭葉，側頭

1＼~， ~項頂葉の広範倒に拡がる rm瞳にて脳圧迫が著明で

あった

頭蓋骨陥没例で左右差の認められた 1fG!Ji t，正中線

前頭部の広範聞な｜；市況を認め，左前頭葉の著明ア＇ l'討

を後日うれした症例であった．頭部外傷E型の41例中，

15例に左右差を認めた；J；，これらの症例につャては明

確な病変部位を得らjLず，詳細な怜討を加えられなか

「 fこ．

頭部外傷群全体として観t~ lるに健常者群に比しP

＊・分蒸ll'L量の左手7差に関し有意の差が得られなかった

l計士垂湾な症例が緊急手術等のたy,11'.合：7,F"Jiil：な！？

が多く，主として比l殴的根度の河川

考 案

2 

発汗に対する付:itr<.！えぴ伝導経路等の研究は List ぷ

Peetll かんれあくの研究及び支給がで奈されていろ

が， j）がlk］においても久野13)191＇~ぴ惣：多の m ：＇；がなさ

れている．

久野は人の発汗を温熱性並びに精神性発汗に大別

しp 両者がそれぞれ！文明机U戎に普遍的に発現すること

を明らかにし， irr1rr1士飢床下パ，i;r)IJ，＇；・，；：ご存する休温調節
中枢より，後者はたIJ(<il乞'r'Tにi'J刊重々の高さに想定さ

れる中枢により神経的に調節されるとした．

大脳皮質における発行中枢としてi: • ¥¥  . .c叩氏 Lu

(1930）は獄の運動領野の事lj;'(fcl）みがp 皮切’＇[1';(¥＇~ fj.J 

1（；，ι1kanic メl、111 Reflex以下 GSRI 号惹起するとい
いy L旧日w<1rthy& Richter15) (1930）は前頭葉で Mo-

t"r cortexの前内側及び側頭葉で後外側より GSRか

，・，秀子百せられp 他の大脳皮質よりは得られなかったとい

う. ~elm a rt116' t 1937）は皮質の実験より 6野 lI恥－

motor主rt¥Ij が C~f..＇.の中紅であるとしだ．

Darrm' 171 (1937) も同様の実験を行ない Premotnr

い <rt~~ が宅；干の中枢であるとした．

間l悩における楚汗中枢としては 1'.crplt1、氏 Kreidl

(]l）附～］l('/i : t自律性機能に関する広汎な研究にお

いて約の可＇＼ 3脳室周囲の刺激により汗腺活動の冗進を

認め /J'(lf•Y• ，血圧上昇及び各種の分；ぜた進をみることか

らこの出を値物性機能の重要な中枢であるとした．

H.1,,1111.1 ( 1928 Iは猫における汗量；）lij定実験：悦if下部

の一部に発汗中枢が存するとし，この部は休混調節中

2 

IBとも1判長な関係があるとした．

¥ ¥'1111日ぷ R凶 terI 19コ81I士c;メ10:法により灰白隆

起の神料械に発日中枢があるとしだ．

L川市川irth,・ S-Richter 0930）も皮質よりのものと
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（士別 （INに Si'i' iの：i＇~3｝脳室底及びそのl河川より GSRを；再

発している. Darrow (1937）も Posterior hypoph刊i<

の辺3・； ＇）€；；千と関係があるという．

店事！j＜~ <.1953）叱間り州市リ，＇！：により Cメlミをえてお り，

これについて生理学的に詳細な研究を行なった．

信，延笛と＇｝£.；子との関係につし、ては＼＼・inkier(1908 l, 

Dieden19l (1915）は延鎚における発汗調節中枢の （［在

を重視している．

Karplus20l (1916 l ( t発汗に関して延髄の中枢の関与

を述べている．

Langwnrthv & Richterは第4脳室底より GSRが

えられ，その他延髄のIJ''-1:!WI刺i放によっても（；メ氏をj!}

るというが， ニjしは皮質脊髄路に相、＇iするから中枢か

らの下行経路であろうと述べている．

ぐhen.Lim. ＼＼二mg、に y ( 1936）は第4脳室底の刺

戟でrlrt圧上昇の外， 腹部l血管p 腎p 子宮p l血液， l竜

孔及び瞬膜等の各臓官官及びf「腺にも ＂.＜＇.！~YU止応を宍寸

ことを認めこの部をドrr-、＂＇ area又lt Myencephalic 

丸、mpatheticcentreとしfこ．

D;rrrr川 (1937）は筆尖の腹方で迷走神経脊rrrn恨の部

分j；延績における発i干中枢と推定している．
小i]l.<i，その他と発汗との関係でほ Langworthy 氏

Richter ( 1930）は赤核より下方で赤核脊髄路を刺ι放す

ると片側性の著明な GSRが現われるという．

臨床的に中侶神経功、皆、に際しての発汗異常及び半側

発汗についての報告は数多くされていζ．

大脳皮質と発：干との関係、についてい、t11948）は脳

障害例における発行異常の少なレ点を指摘しているが

臨床上各磁の大脳皮質の鋼傷に際して発汗異常が認め

られ， Goldstein cl:: Bechtrew I t皮質の運動領野 1Area 

-1 j が発汗と関係、があるとし、う. Guttmann2l l (1936) 

は Pre-tentralregi叩の Meningiomaで左手の Jackson

m感情を来たした症例が同部の多i「をJj.｛来したとい
う． また G11mrn

革手験及び皮質性飽i痢庖、者に対するE民局的皮質切除伊l等

より考す芙し大lit五l主賀の相当広汎な部位迫：発I干中枢に関

与するという. !W ち， 上部頭取札上；＇~i；側頭葉，前後

中心回転I｝. り 1 ii i中心領野の｜；年寄によって 11•1 •J＇.と反対側

の発f沼市町iけ・みられるという．

Linder22l ( 194 7 lは4例の銃創患者の1保釈で Prezen-

tr;ilregion及びル・J,it• irische z~ntrum の外側， NP ち G :x;;

の部f立の陣害の場合に反対側の産自前i，上肢見び躯幹の
多；干を認めている．その他 Bucycl:: Prihamはれ側前

頭葉後；＇.t,1；のり11日＜＞dendrogli 

上肢の多汗を Fischer氏 九tr川、1、、は前頭葉及び前運

動領野に病以をもった患者に Mechetylを注射すると

内栄とは反対側の発汗減少，随孔「政大，皮膚蒼的及び

皮膚温低下等の 交感性反応をみたという．沖中幻｝

( 195~ l Ii:左運動領野（Ami -1l に限局せる胃癌の転

移によるj脳彊場例に麻海側の多汗を，左前運動領野

｛主fe;¥ 6) 1/cぴ前頭葉 1.¥rea 8, 9, IO.）の広汎な皮質

軟化例に顔面の多｛ 「 l企び~［~陪反射の麻樹側地強をみて

いる．その他天瀬24)(1953）も側頭外（i）；による対側の

1£i干，右頭頂葉1重傷において顔面以下の半側発汗例に

ついて述べている. Karplus は脳に銃創を吃け片麻仰

を起した症例で麻湾側に異常発行をみている．

これに反して Guttmanncl:: List25l (1928）はp 前頭

~唾場及び後頭葉銃創例では発iF障害がみられなかっ
た事からp これらの部分は発汗とは関係、がないとい

っ．
また Guttmann( 1931 ）は脳性小児麻煉例において

は発行障害は少なし前中心回及び頭頂葉に多数の糞

胞を証明した Pnrencephalie においては発汗障害をみ

なかった事から，脳皮質における広汎な障害のある場

合には比較的に発汗異常が少ないという．

：＇！：に臨床的に視床及び視床下部に病変の証明された

例の発汗異常については， Biiwing26l( 1923）及び Mii・

lierは視床『えぴ C口rp回出hthalam1cum軟化例で視床

痛と上肢発汗異常との関連について考察している．ま

た＼＼＇a日ner川 （1940）は視床下1，乳頭体，脳幹及び

側頭，後頭葉におけるリンゴ大の腫蕩で第3脳室を圧

迫し た1症例において麻湾側の多げをみP Guttmann 

よ List(1928) も第3脳室経場の 1例で両側視床及び

全視床下部に 及んだものにl局側顔面の多汗症例を報告

した．

橋と狂髄の病変例でIt, L1、t占と P刊t28l(1939）は

橋p 延髄隊’M例について温熱性発汗を検しIO数例に発

行異常をみp その他 MiillerMarhurg等は征髄病巣の

患者で発汗異常例を報告している．

小脳疾患においては） Bii川ing(1923）は線状体の軟

化例においては発iF過多が認められるといい， Gutt-

mannぷ List( 1928）は線条体成宮、とされているPar-

kinsりn f-1;;病症例にては多汗， 無汗の両例がみられる

とし、レ， Guttmann(1931）は市町トPallidar円 5刊tern

I t発行機能と関係があるという．

Iミ凶terは剖検的に組織所見により証明した後小脳

動脈領域の軟化例で左側ホル ネ，，症候群とん：側無1：・例
を， Schwartzは後下小IJl/iJlfJJ脈領域の軟化で反対側多j「
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例を報告している． IJ1~，橋，被蓋及rJ小脳も関与すること報告してい弓．

List氏 I》町t(1939 ）も二腹小佐を~＇；＇めた左小脳半球 以上の州lく発汗中枢及び発／，W与として数多くの報

l沼， l.inf Verrnis, cerebellar ronl nuclei, rn町lialPor- 告がなされている．

11011じfthe doNil n川 leiの軟化例で発汗減退を来た われわれも発汗異常を認めた脳腫場症例を検討し発

した症例を記載した． 汗中枢及びその［ム＇＇f路に対して考察を試みた．

沖野は後下動脈症似二群3例及び上小脳動脈＇ fi官候群 I 大I~＇~、I＇球脆疹にて lt，前頭葉及び側頭葉腫玖にて発

例にて忠行の予言i干異常を認めている． 行異常が多くみられる傾向にあった．これは List-Peet

P噌B REncs円N廿ミ

LAT RETIC S円NN 

Ll'.T RETICS円N TR 

Diagram to、hrnYthe probable patlm ,I¥' 
of thermoregulat口ry'we;iti日日 I hYJxJtha-

lamotegmental叩 dreticu]o,p1nol cnnnec-

tic，口、

以上のれ多くの報停による如く発汗中枢としてP 大

'!1<r f:t 'GI，視床下部1 1j ,IJi''r，；僑延髄等が重要な役割を果

たしてし、る．

各m告者の結果を表3で示すと次の如くになる．
次にそ；l約路に関する研究として［士数多くなされて

いるが， Li,t8: Peet (1939) Iけふ延髄障害患者の温

熱性発汗を検し Cro,J九の Shema を引用し視床下部

以下の発汗路につきl刈の如き考察をしていろ．

即ち，中枢から出た繊維は橋市土延髄で左右交叉

し，脊髄の側網状索中を下行して側角の細胞に連絡す

る．但し左右交叉l土完全でないといわれている．

i校近，勝木29）が奄i干神経の中枢内径路l士主として交

叉性で対似lj皮膚領主主を支配し，その交叉部位は橋以下

と推定し， 1l'fIi草倶u発刊tI ！，＇.~［ i'J.i!µIJ\•li~lf，視床l 11，中

等の認めている発、汁に前頭数，特に運動領野及び前t主

動領野が関与するという説に結びついていら．また筏

頭業種疹は2例のみであったが発行異常はなし後頭

院が発iI lこ関与するという報合lt未だなくこの事実は

興味あることと思う．

脳幹口側及び下垂体周辺等の脳幹部腫疹にては全症

例に危ii異常が認められ，久野， ¥¥'ang, Richter等の

述べている如く似11：下部が子ふ l中区として主動的役割

を果たしているとする説を肯定している．

更に小脳及び小脳橋角腫場にては約半数に発汗異常

を認め，小脳及び橋も発汗の中村Z内経路として重要な

役割を果たしていろ．

以上の事実から発I：中枢として視床下部附近の脳幹

却がJ誌も主動的fJl:/i'i'にあり，更に大悩、l'-1~，特に前頭

札側頭葉及び小111<i，橋等が発i「に関与するものと思

つ．

9腫蕩側と発；干異常

L川氏 Peet は発i干減退の側を病側とみなしてい

る＇ iJl守の観察では発行動機を与えた際の無汗状態を

病的と考えている．勝木は中枢内病巣：；1;r止と反対側，

即ち麻庫側の皮肘に発汗機能の充進を認めた. Gutt-

mann氏 Linder等も病巣とに対側の多行を報告してい

る．

しも＇11日、rnrth¥-,IとRichter. ¥¥';ing & Lu D.1m川等は

実験的に明らかにした．皮膚よりの汗腺支配神経路が

運動系神経経路に深い関連を持ってし、るので運動麻明

側に発汗過多をみるとした．

われわれの症例で発汗異常を呈した症例を検討する

と，大脳半球腫湯（脳膿場及び脳内出Ifil住l例を含

む） 17例中p 水分蒸散量の腫持基側増加9例，減少8例

であり，下垂体周辺腫蕩3例中， l重場側増加2例，減

少 I例であった． l例の脳幹口側腫疹では腫務側｝菌加

を示した．即ち天幕上麗疹21例中p lfi¥)_11 I (lll]J1,•1 'JI J] :Cf:'I_, 

減少9例と相い半ばした．

これに反して小脳1重傷4仔1，小脳橋角腫揚5例の計

9伊！のYく降下1重傷にては腫場側増加例は l例のみで：勺
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ったが8例にJH(1！；，側減少を示した．

この事は， Y：務上種主援にては発i干中枢であるm11：、1

/;L附近に比較的近く i ニオ1•0変部l伝があるので両側の中枢

を Jl~ i こ 1主迫する可能性があるために暖場側増加 1とぴ減

少例が認められp それに反して小脳及び橋等に病変の

ある天幕下腫疹でに中M＜：；；注ら遠くの伝導路を圧迫する

ので』重傷側減少の傾向を示したものと思われる．

5腫蕩摘出術と発；干異常の変化

』重疹摘出術を施行した症例について術前及び術後 1

ヵ月の水分蒸／Ix章の左右差の変化を比較検討した．症
例U）て悩半球腫蕩10例p IJi~T1丘 （j;g重場にて浸潤著明な

1例．小脳僑角穏疹4例の計1:0例であった．手術内容

It全症例とも広範聞に腫場摘出が可能であった．

大脳半球屋場10例において，術後1ヵ月に左右差の

減少せる もの6例p 変化がみられなかったもの2例．

f,J:i1乏に左手I差の増加のみられた症例2例であった．

脳下垂体腫主義にては術後左右差の減少が認 Iうらjl 

f二．

小脳橋角暖場4症例においては，全症例とも術後左

(i差の減少が認められた．

術後左右差の上曽加がみられた 2例についてである

がp I f剖1J：士前頭業種疹（グリオプラストーム，ムルチ

ホtム） の症例で術後4fJ月後に死亡したが剖検所見

により術後腫場の発育が著明であった I!Pち術後 1ヵ

月にて極鳴の再発があったものと推定せられる．

lソ上，術後は水分蒸ll1l量の左有差の減少する傾向が

認められたが二のことは，』重傷j＞発汗中限及び発；・：・伝

’引与に三Ifす影響が大であることを示している と考え

る．

党γ千異常号説明するものとして，勝木川）は視l末下部

の中枢ぷJ'1~ も主動的位置にあるとの前提のー下に，視床

には発i汁に対する抑制的な「Irr<，換言すれば調節的に

働かせるための中ff~j；仔「正すると f反応し p 特にl's；干異
・，：；；；・の著明であった視床附近の出血例においてはp 上位

の抑制中釈との聞に遮断が行なわれその下J侃の中枢の

機能障害を来たし定汗異常が認められたと述べてい

る．即ち発i干の中枢性機序にIt多くの因子の関与，制l

み合わせが汚えられp 単に抑制解除のみならずその1;;;;

容の似合のがi~~.中枢性常i 「異常を れたす i ， のである

とした．

発汗異常にIJ1'lrlFl1:叫が関与するという事は，既に述べ

た通りであろ 後頭葉例を除き，前頭葉，(i!IJlii’い＼！；，頭

頂札！脳幹，＇；；：，

らず発汗県常を認めておりp Eつ左c｛＇差に関しては特

に前頭葉p 側頭葉については顕著であった．

毛lは脳腫蕩と発汗との関連から推して発行異常は複

雑なる自律神終調節と相倹ってp 大脳皮質より脊髄に

至る種々の高さの病変が関与するとし、う想定をし j!}.た

のである

総 括

!. ミニマ’心気湿度計を用い， 従来，定量的には試

みられていなかった脳腫疹及び頭部外傷患毎の手脊；＇；j;

よりの水分水仮置を測定し健常者のそれと比t絞検討し

fこ．

~. 脳腫場群と健常者群の聞には手脊部からの水分

；！~Weill：の左右差に閣して有意の差が認められたが，頭

部外傷群と健常者群の間には有意の差は認められなか

った．

3. 脳H重疹群について，水分蒸散量の左右差を険J・l

すると，大脳半E求ijfil1引＇.~（二自白頭 •＼＇i，側頭葉臆坊に左右

差が多くみられた．

脳幹口側及び下if"( f；、！，＇,-JjQij＞むらにては半数に左右差を

示しp 左右差の認められない疲例にても両側の水分蒸

散量の地加がみられ，・H1'1f刊に'isit異常がみられた．

小脳及びノj、脳橋角』短打；；にては約半れに左右差を，w,灼

f二一．

1. 天幕上腫場にては，水分蒸i技量の』重傷側増加及

び減少例が伺い半ばした，小p J、信下騒場にては腫疹側

減少の傾向を示した．

::;, 1悩腫錫摘出術を施行した症例の術前及び術後約

1力月の水分蒸散量の左右差を比較検討すると， 体rl査

は左ti差の減少が認められた．

6. 中枢内病変部｛立と発if異常の関連を検討し，発

汗中れとして視床下部附近の脳幹部が主動的位内を占

め且つその中枢及びそれに対する伝導路に対してP 大

脳半球特に前頭葉位ぴ側頭集，更に小IJ14，僑等が重要

ftる｛立fl!，＇を占めていると推定した．

捌筆するにあたり，御指導を賜った恩師団中憲二教

比 御教示を頂いた，本学第二生理学兵島英信教皮，

名古阜大学't.llll学高木健太郎教授並びに御援助下さっ

た教室の諸先’l各｛立にιしから！感謝の怠号表し ます．

（本論文の要旨は昭和37年IO月日~］回脳神経外科や

会及び昭和38q三9月第22厄l脳神経外科＂＇／：’会において発

表しん｝
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別表2 中枢内病変部位と発汗異常の報告例

IJ［話 h重 同
下 Iうrain,tl,,.;n'" 

，山

h
川

出内

中

リ

w
刈司
川
川
明

11<1 ~µ経外科領域に於ける 1J;_i.,jj1j(jj、将、放量の検討 103 

＋ 

＋ 

大 脳半球 脳幹部 1

7日 前頭葉 側頭葉後頭葉（頭頂葉；視床警告：皇自橋i延髄小脳
（運動官岬・前運｝ I I 

ffelJμ(i'!l干チ：；，；； J I 

υλff三I -1 

0 ,¥rt・.t I 0 

~） Area 6 。λrt';i6 

報 告者年代

実験的

¥¥'.11i日 S:Lu I 1930 I 
La11g山川hy& lミ1chter , 1930 ! 

:-i<:li山山 I 1937 

Darrow 1937 

Kreidle ' 1927 

HιISllllけ I1928 

¥¥'.11ig & Richter • 1928 

L.111日山汀tll¥S- I~ichter , 1930 : 

藤山： 1953 i 

Winkler 1908 1 

Dieclen 1915 

Karplus 1 1916 1 

Chern li1n & W:illg Lu I 1936 

臨床例

。
コ。。 。。。コ 。。

f『、
） 。

凶範広

0
0
0
0
0
0
0
ゆ

配

〉

皮

0

0

コ

C
脳

ー

ー

ー

｜

｜

大

0

0

に、1ノ

0

0

ココ

o
m

コ
コ
コ
ひ

O

m

c

ω

 

リ
人，、、なFvh 

L

1

 

川

市

ヲ

hv

H
P
』

｝

U
W

6

6

6

1

て

4

4

4

、
小
し
げ

告

し

し

お

し

訓

恥

報

H
H
’少」

0
0
0
0

コ

O
一反小い

ぴ

fV

I

l

l

i

－

－

I
l
l
1
7
足
さ

0

0

成
山
中

十
町
パ

6

7

2

3

3

5

0

8

9

3

3

3

8

3

1

ο

7

3

8

必
ふ
目
主
、

＆

1

3

5

2

5

4

2

3

2

2

コ
2

3

5

3

G

旧

市

町

）

汁

ョ

9

り

り

9

9

9

9

9

9

9

9

り

9

9

9

9

9

日
口
d
g
a
u
v「

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

z

h

 

9
・究

f
k

＋ι晶
、u
？
ι

，

U
時

い

K

ザ色

t

j

 

ー

す
J

U

M

 

野

木

川

品
U
M
L
V
 

G
右

本

(;.,id、、ll'lllぷー B1clitr1" 

c;utt1rain & List 

Linder 

Bu口氏 I》Iili.11n 

Fischer ＆メtr.山、l、、
沖中

天点1

l~川 111g 氏 Muller

村地
¥'l/;igmι［ 

Guttman口氏 List

List & Peet 

Muller 

i¥L1rl川 rg

Bowing 

Guttmann & Li>t 

島津

/11J 村

Richter & L111g¥¥<>rlh> 

Sd1w,1rt1 

List 

沖

勝


